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外海域におけるホタテガイ放流試験
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本調査は ｢北浜海域ホタテガ イ漁業振興協議会｣が放流 した昭和59年産ホタテガイの第2回追跡

調査である｡

昭和60年6月19日に調査内容を検討した結果､本調査は放流したホタテガイの(1)生息状況､(2)残

存量､(3)成長､(4)種苗放流後の経歴判定等を目的として実施した｡

方 法

調査年月日:昭和60年 7月3日～ 7月 4日

調 査地点 :第 1図に示す st･1- 5t･6､st･A～ st･Nの20地点､但 し､ st･6､st･Bはトラブ

ル′のために中止した｡

調 査方 法 :桁網 (桁巾 1.9m )で放流海域内を曳いた｡なお､調査対象貝が3寸目の袋網から

落下するのを防止するために内側に1寸目の網地を縫い付けた｡桁網ロープはワイヤー部分が40m

ロープ部分が80mの合計 120mである｡

調 査 船 :調査は第1甲洋丸 (4.92t､D50馬力 )で行い上記調査員の他に中島武雄 (百石

漁協監事)､中嶋三之助 (百石漁協理事)､沖田勝雄 (百石漁協)の三氏が乗船し立ち合った｡

結 果

59年産ホタテガイの個数､経歴を第 1表に示す｡59年産放流ホタテガイ32.571,970個のうち90.9

%の29,594,500個が採苗器に付着中の椎貝で､これらの付着椎貝を直接海中に放流した｡

即ち､むつ横浜産の採苗器を9月26日､10月11日に運搬した｡付着椎貝の個数は180連x13袋x

10,000個≒2.340万個と計算した｡9月26日運搬分は､トラック2台に採苗器を積み(150連x13

袋xlO,000個-1,950万 )､上にシートを被せて来た｡市川船だまりに9時半ごろ着き10時すぎに

放流漁場に向二た(船1隻､人夫6-7人 )0 12時すぎに放流予定海域に着き､第 1図中のX印に

設置したボンデン(赤旗1枚､5本 )につかまり付着椎貝を採苗器から直接放流した｡この間 2-

3時間であった｡従って人夫6名とすると2.70-I.81袋/分 ･人の作業時間を要したことIJiる.

10月11日運搬分は(30連x13袋xlO,000個≒390万 )横浜漁協でニワトリゲージに付着椎貝だけ入

れて､大型 トラック(ホ口付 )で運搬した｡ 4隻の放流船が白銀第2港を出たのは3時(午後 )過
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･十

GOOm→備考 :1) ′ 旗 記入している旗は全て本数を確認した｡旗の間隔は等しくないか

もしれない｡2) ･8･だるま燈台

ブイ(固定 )3) st･5､st.Dは旗の位置からすると上図の様になるが水深を見ると若干

位置がずれている

ものと思う｡4) st･M､st･Nの基点は正確ではないが他調査地点はボンデン旗を目安に

したので旗の間隔は不揃いかもしれないが､何番目の旗位置からスタートしたかについては正確であ

る｡註)上記漁場図は7月2日に青森県水産事務所長谷川普及課長が中島武雄氏 (百

石漁協監事 )に聞いて作製 したものである｡ボンデンは6月23日に合計28本設置して漁場

を区画した｡第1図 調

査 地 点第 1表 放流種苗の経

歴および個数放流区画 種 苗 の 産 地 放流時の種苗の状態 放

流 年 月 日 放 流 個 数1 む つ 横 浜 採苗器に付着した状態 9月
26日 19,500,000採苗器から採取した状態

11月11日 3,900,0003 百 石 採苗器に付着した状態
11月11､12､13日 2,946,000八 戸 〟 11月11､12､17日

11月18､19日 - 636,000869,500市 川 〟

白 銀 〟 11月17､18､19日 1,743

,0002 滞 水 川 中間育

成をした 11月22日 700,0004
釈 〟 不 明 465,790

鮫 浦 〟 12月28､29日 211,

6806 東 田 沢 〟 不 明 1,27

7,8005 野 田 ､ 久 慈 〟 1月31日

322,200採苗器に付着した状態 2



ぎで､5時頃現場に着き30-40分で放流を終った｡なお‥放流は船を走らせながら行い､放流海域

はダルマブイを結ぶ線の北側で養殖施設の残骸の南側であった｡

11月11日～19日に放流 した地元の採苗器 (百石､八戸､市川､白銀各漁協 )付着椎貝の放流時の

殻長､全重量を第2表に示す｡放流が遅れた鮫涌漁

協産椎貝の殻長､全重量は26.Onrm､2.29であった.

三沢漁協産椎貝については不明である｡他の清水川

支所産椎貝､岩手県野田､久慈産についての詳細は

不明であるが前記の海域 (ダルマ燈台の北 )に放流

したという｡

東田沢産椎貝(放流月日不明 )127.78万個は5隻

の船で放流した｡ 3隻は前記同様の海域に放流した

が､ 2隻はダルマブイを結ぶ線の南側に放流した

(詳細な放流範囲は不明 )0

調査結果を第3表に示す｡

第2表 放流種苗の測定結果

漁 協 殻 長 全 重

量青 石 qオ 915.

2 0.5八 戸

16.2 0.7市 川 17.9 0.8

白 銀 18.0

0.i鮫 浦 26.0 2.2本調査では放流海域が明確でないために､放流した

といわれる場所の周辺から放流海域の中心に向って桁網を曳いた.従って､曳網総距離は13,606.6

mに達っしたOその結果､生貝の採捕総数は1,256個 (採苗器から直接放流 したと思われるもの47

6個､パールネットに入れた後に放流したと思われるもの769個､不明､破損貝11個 )であった｡生息密度

の最も高いst.はst･Ⅰ(桁網効率30% で2.00個/nf)で､岡側のダルマブイを中心にした区域が生息

の(第2図 )中心であることがわかった｡第2図を根拠にして残存量を推定すると､第 4表に示すようにホタ

テガイ生息面積3,950,937.5M､桁網効率30%の場合 102万5,313個､15%とすると20

5万3,463個となる.これらのホタテガイが今後減耗しながらも1209に成長した時に採捕 したとすると､第

5表に示すようになることが考えられる｡なお､採苗器から直接放流したホタテガイと､パー

ルネットに収容した後に放流したホタテガイが､仮に均一に混ざり合っていたとすると､前者は

7692,977,470 47629,594,500x100-0.0016% ､後者はx100-0.0258% となり､後者が

前者の16.1倍も採捕されたことになる｡採捕ホタテガイの放流時の殻長､採捕時の殻長およ

び全重量を第 3表に示す｡第3表にわけて示した様に採苗器から直接放流したと思われるものとパ

ールネットに収容した後に放流したホタテガイは外見上区別ができる(第5図 )｡同一調査点で採

捕された二種類のホタテガイは一度パールネットに収容したものが0.8-2.5柑 程度大きく､全重量もst･Ⅰで

は1.8倍もあった｡ま と

め今回の調査で､放流貝の生残率は､102.-205万32,571,970 x100-3

.1.-6.3%にすぎないことがわかった｡これらのホタテガイの全重量は9-35gであるこ

とから採捕するまでには歩留りの減少が十分に予想できる｡例えば､中間育成をした種苗でも中間育成方

法如何によっては2,000数百万個放流しても回収率が0の例がある(昭和54年 ･陸奥湾内U漁協 )｡従って､今回の放流方法はかなり思



第3表 調 査 結 果

調査年月 日 調査点 水深m 曳網方向 調 査 時 刻 曳 網時 間珍 曳 網 速 度2)BAom m 曳網距離m 3)曳網面積d
採捕貝個数生 見(

破損 )個 死 貝個60年7月3日桁巾- 1.9m 1234564) 383838323631 北 - 南北 - 南北 - 南北 - 南北 - 南北 - 南 7.32- 7.427.53- 8.038.15- 8.258.43- 9.089.21- 9.4310.09-10.18 6006006001,5()01,320540 9.67 1.038.33 1.209.00 1.ll9.00 1.ll9.00 1.ll8.00 1.25 6187206661,6651,465.2675 1,174.21,368.01,265.43,163.52,783.91,282.5 00

0079(5) 0000560年7月4日桁巾- I.9ml)沖 AB4)CDEFGHⅠ∫KLMN←ナ岡( 36363634323232301)○東-西 )北 - 南北 - 南北 - 南北 - 南北 - 南北 - 南北 - 南北 - 南西 - 東西 - 東西 - 東西 - 東北 一 南西 一 乗のために百 7.54- 8.048.22- 8.328.48- 9.089.26- 9.369.53-10.0310.35-10.45ll.01-ll.llll.34-ll.4312.42-12.4813.01-13.1013.25-13.3213.46-13.540 -0 -記入せず 6006001,200600600600600540360540420520300300L 9.67 1.039.67 1.0310.Ot) 1.009.67 1.03ll.00 0.918.00tl.257.00 1.436.00 1.676.33 1.587.00 1.438.33 1.207.50 1.336.67 1.506.33 1.58合 計 6186181,200618546750678901.8568.8772.2504691.645047413,606.6 1,174.■21,174.22,280.01,174.21,037.41,425.01,288.21,713.41,080.71,467.2957.61.314.0855.0900.626,422.5 16(2)35ill(1)44162865191(2)13810731,256

(10) 0023110203004212)木片にロ-プを結び操業中に海中に投げ込み船が10m進むのに要する時間の平均値 (N-3

)3)曳網面積-曳網速度 (m/秤 )x曳網時間(秤 )x桁巾(m)4)st.6は桁網操業中に養殖施設(?

)が引かかり(ドラムとワイヤーから煙が出た )中止､ st.Bは網がま5)採苗器 :付着椎貝を採苗器か

ら直接放流海域に放流する､パールネット:付着椎貝を採取後一度パールネッ6) 7月3日に採捕したニホンヒトデの腕長は21､18､



59 年 産 ホ タ テ ガ イ

生貝の経歴5) 付着椎貝を採苗器から直接放流したと思われる 付着椎貝をパールネットに収容した後に放流

した採捕券パー′レ放流 時 の殻長 採 捕 時 の殻長 採 捕 時の全重量 放流 時 の殻長 採 捕 時 の殻
長 採捕時の全重量ネット cn (N) 仇 (N) 9 (N)

a (N) cn (N) 9 (N)000053 000021 1.79土 0.28(53)5.64土 0.64(53)15.60土5.45(53)5.20土 0.52(21)6.44

土 0.46(21)26.33土5.45(21)93595421528486084観察を034 500152106032954せず■039 1.87土 0.25(9)0.93 (3)0.83 (3)0.94土 0.26(53)0.83土 0.16(21)0.85土 0.18(8)1.05土 0.26(6)1.33土 0.26(15)1.01土 0.34(27)0.91土 0.18(14)1.01土 0.22(17)6.80土0.47(9)5.07 (3)4.52 (5)4.94土 0.58(95)4.71土 0.50(42)5.22土 0.48(15)5.34土 0.40(14)5.30土0.47(48)5.12土 0.57(60)5.25土0.55(50)4.87土 0.56(34)28.56土5.64(9)9.33 (3)8.40 (5)14.56土5.31(95)ll.86土3.73(42)14.93土3.88(15)16.50土3.30(14)15.75土3.98(48)12.93土4.74(60)16.34主4.98(50)12.09土4.ll(34)4.18 (5)3.09土 0.63(15)4.l与 (2)4.70 (l)4.21土 0.60(50)3.68土 1.00(29)4.55土 0.63(54)5.18土 0.62(39)7.18 (5)5.82土 0.75(15)7.25 (2)6.80 (l)6.74土 0.65(50)6.19土 0.47(29)6.65土 0.65(54)6.85土 0.49(39)35.20 (5)20.80土7.88(15)34 (2)34 (1)28.84土7.23(50)22.31土6.99(

29)30.15土8.54(54)

34.26土

7.05(39)476 769 (229)くれていた｡トに収容した後に放流



調査年 月 日 調査点 残 存 貞 調査
点 そ桁網効率 .生息密度個/d 採捕且個 数 桁網効率.生息密度個/〟

ヒ ト デ 頼loo% 30 15 生貝個 100% 30 15 ニホンヒトデ ヒトデ ニチリンヒ トデ ス ナヒトデ モ ミジ

ダ イ イトマキヒ トデ クモヒトデ類6畔 7月3日桁巾- 1.9m I234564)00000.028400000.094600000.1894 0000000000 00000 00000 123456 l(0.85)1(0.73)7(2.51) l(0.85) l(0.3

6) 64(54.51)8(5.85)116(41.67)60年 7月4日桁rt]- 1.9m A84)CDEFGHi∫KL班N 0.01360.00130.00430.10690.03090.01240.01630.60230.06200.14410.000800.08110.O4530.00430.01430.35600.10290.04130.05432.00570.20650.47990.002700.27010.O9070.00870.02870.71300.20610.08270.10874.01730.41350.96110.005300.540 007(2)1731501460133321(l)0.325000.00600.16670.10530.01090.03500.01200.02250.021900.00350.0278000.02000.55510.35060.03630.11670.04000.07490.072900.01170.0926000.04001.11190.70240.07270.23330.08000.15070.146100.0230.1854 ABCDEFGHⅠ∫氏L班N 1(0.85)2(1.70)5(3.51)3(2.04)1(1.04)2(2.22) l(0.70) 5(3.51) 3(1.32)2(1.85)4(4.18)9(10.00) I(0.58)1(1.17) 2l)(17.03)62(27.19)13

(ll.07)3(2.ll)

28(1



の 他 の 人 網 生 物 (個/I,000nf)

ウ 類 貝 類 エビ.カニ類

ヒ トデ 頼 キクサンシ′ヨウウニ エ ゾバフンウ ニ キタムラサキウニ ツガルウ ニ ニシ類 モスソガ イ エゾイシカゲガイ アカザラガイ エゾキンチャタガイ ト リガ イ ツメタガ イ ヤ ド

カリ頼 カニ類 エビ類 タコ類 エ イ5(1.08) 1(0.85)10(3.59) 1(0.85) 1(0.36) 15(12.77)5(3.6

5)78(28.02) 4(3.41)20(7.18)3(2.55)7(3.07)1(0.85)l(1.04) 2(1.85)2(1.36)l(1.04) l(0.44) 3(2.ll) 17(14.48)5(3.51)1(0.78)2(1.17)l(0.93)2(1.36) 2(0.88)2(1.85)2(2.34)1(1.ll) 3(1.32)8(6.81)6(6.66) 2(1.70)l(0.96) 2(1.55) l(1.04) 1(1.ll) lO(8.52)45(19.74)9(7.66)30(21.05)10(9.25)41ー27.94)18(18.80)1(1.17)9(10.00) 5(2.19)2(I.70)1(0.93)6(6/27) 2(0.88)4(3.41)3(2.ll)l(0.93)2

0(20.89) 2(0.

88)1(0.85)1(1.04)2(2.22) I(1.1

7)

備考 :st･4 桁網は正常に曳かれたと思われるが入網生物は皆無であったo

st･4 施設?)か引かかり中止する｡st.B 網をかぶったために中止する｡Lqt.C 2-3仇の石､貝殻細片が約10e程度入るo

st･E 桁網が張ってまもなく重くなり回転数を上る｡ ～2mの石が万丈龍 (50kg入 )に一杯分程度入る



6中止

(8)

上図の様に大胆に生息密度別に漁場を区分して､資原量を推定すると､(1)+(2)十･･･(ll)

の総面積は約 3,950,937.5〝ヂ(1987X1987m)となり､桁網効率30%の場合は約 102万
個､桁網効率15%の場合は205万個となる｡

第 2図 生 息 密 度
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第 4表 推定残存量の計算例

(計 算 例 )

-

1
6
9-

区 画 面 積 桁効 30%と仮定する 15% と仮定

する(1) Wm mm m m 個/d 個
個/d 個9X5.5- 225Xl●37.5-30,937.5m2 ⑧xO.0946-2,926.7 @xO.1894

--5,859.5(2) 9Xll+31X14-225x275+775X350-61,875+27,125-333,125〝ヂ ㊤大o.0027- 899.4 ㊤大o

/0053- 1,765.5(3) ⑧xO.9611-372,426.331x20-775X500-387,5007d

@xO.4799-185.961.2(4) 15X31+2X10-375X775+50x250-290,625+12,500-303,125d ⑤x2.0057=607,977.

8 ⑤x4.0173-1,217,744.0(5) 35X35+llX20-875X875+275x500-765,625+137,500-903,125〝ヂ ㊨+㊨+㊨+㊨+㊨ -0.
15955 ㊨+㊨+㊨+⑧十⑧+→0.31945XO.1595

-144,048.4 XO.3194-288,458.1(6) 49X11-I,225x275-336,
875,♂ ㊨+◎ 二0.07212 ㊨+㊨ -0.14442

XO.0721-24,288.6 XO.1444=48,644.7(7) 23x49-575xl,225-704
,375〝ヂ ㊨+㊨+㊨ -0.02003 ㊨+㊨+㊨ →0.040

03XO.0200-14,087.5 XO.0400-28,175.0(8) 17x27.-425X675-

286,875〝タ ⑥xO.0043- 1,233.6 @xO.OO87-2,495.8(9) 27X
17-675X425-286,875〝ヂ ㊨+㊨ -0.02482

㊨+㊨ -0.04972XO.0248-7,114.5 XO.O497-14,257

.7(10) 25XL6+lX10-625X4OO+25x250 ㊨ - 0,0453 ㊨ - 0.0907-250,000+6,25O-256,250〝ヂ ×0.0453-ll,608.1 xO.0907-23

,241.9(ll) 10Xl9,5-250X487.5-121

,875m' @ - 0.2065 @ ,- 0.4135XO.2065-25.167.2 xO.4135=50,395.3合計 3,950,937.5〝ヂ(l,987Xl,987m) 102万5,313個 205万3,463個



-
)

7
0
-

60.7.3.-7.4の 残 存ホ タ テ ガ イ個 採捕直前の生残率% 桁 網 効 率 15 % の 場 合 桁 網 効 率 30 % の 場 合

備 考同 一場所 を 5回曳 く 同一場所を 2回曳 く 同一場所を 5回曳 く 同一

場所を 2回曳 く万個 200-300円/49万個 個/九g kg 万円 200-30OFqA9万個 kg k

9 万円 同 左 同 左102万(桁網効率30% ) (100)A11】 501十 0302010 102XO.12x11-(1-0.15)i-68,3401.366.8-2.050.25lXO.12xtl-(I-0.15)i-34.170 683.4-I.025.I40.8XO.12Xl1-(I-0.15)I- 27.336 546.7- 820.O830.6XO.12Xt1-(1-0.15)I-20,502 410.04- 615.0620.4XO.12Xtl-(I-0.15)I- 13.668 27こi.36- 4101)410.2xO.12XtL-(1-0.15)I- 6.834 136.68- 205.02102XO.12xt1-(1-0.15)21=33.660673.2～1,009.8.51XO.12Xl1-(ト 0.15)21=16,830336.6～ 504.9.40.8XO.12xll-(卜 0.15)21=13.464269.28- 403.9230.6XO.12xt1-(ト 0.15)21=10,0982Ol.96～ 302.9420.4XO.12xll-(ト 0.15)21= 6.732134.64～ 201.9610.2xO.l2xtl-(I-0.15)21= 3.366 67.32～ lOO.98102xO.12Xt1-(卜 0.3)51-171.360 3.427.2-5.140.8計 井 略 す 342.7- 514.1102xO.12xll-(I-0.3)21= 62,220 1.244.4～1.866.6計

算 略 す 124.4.- 186.7205万(桁網効率15% ) (loo)5041)3020･o 】205XO.12Xt1-(I-0.15)I-137,35O2.747.0-4,120.5i i】】ii計 井 略 す きJ 205XO.12Xtl-(1-0.15)21=67,6501.353.0-2.O29.5計 算 略 す 205XO.12X11-日-0.3)5I=344.400 688.8-1,033.2計 算 略 す 2O5XO.12xll-(I-0.3)21=125,
050 2.Sol.0～3.751.5計 井 略 す274.7.- 412.0 l35.3一一 203.0 68.9- 103.3 250.1-

.375.2なお､

1日の操業面積は､ 隻 数 11桁 巾 1.9m速 さ 3.600m/時(本調査の場合は1.2

3m/秒-4.460.4m/時 )曳網印 5時間弓とするとll隻 x1.9mx3.600m/時x2.5時間-188,100m'/日

従って 同一場所を5回曳くためには同一場所を2回曳くためには

3,950.937.5X5

m'188,1

00〝′3.950.937.5

x2188,100 -105.0日



いきった方法と言わざるを得ない｡ また､放流海域内の障害物や残存貝の存在を考えると､放流漁場

の計画的な適正使用を図ることが操業を円滑にし､漁場の利用効果を高めるむDと思われる.

参 考

三沢漁協が単独でホタテガイを放流するのにあたり､放流に立ち合ったので放流種苗の概要を第 4

図､第 6表に示す｡

%100

%100

不明 0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55

⊂二二コ :付着椎貝を採苗器から直接放流 (?)したと思われる｡
:付着稚貝をパールネットに収容した後
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第6表

I
1
7
3
-

町村 調 査年 月 日 測 定 個 体 の採 取 方 法 放流種苗 の経歴 調 査 項 目 お よ び 測

定 結 果- 平内漁協清水川支所に所属する 平均殻長 :20.02mm(I

,938個測定)- 11月16日(B

) 保冷車で運搬して釈市 来た時に万丈龍292箱から10箱に一握りずつ全部で29握り分を一緒に混ぜたol/2分量全てについて測定を行った○ 6名の漁業者から2cm以の椎貝として購入したo 生 残 率 : 1,吉,3983f l30 X100-93.7%生貝中の異常貝出現率 :

I,3938 X100±0.2%響 ,65Bi ;54 筈 ;I;52"書芸 生冨 xlO0-98.50,903 76 76 022.29土 3.77 生見中の異常貝出現率54 6687 6666 去 22…..66≡圭 43:喜… 孟 xlO0- 0%6 67 67 023.00土 3.587 64 64 024.54土 3.458 50 49 1 23.82土 2.809 71 69 2 22.17土 4.ll10 56 55 1 23.67土 3.57

合計 640 631 9 殻長組成は別図階上町 10月4日(A) 一連分(パールネット10段 )の全椎貝631個を段ごとに測定したo 60.7.10川内町より採苗器 7連xlO袋を運搬､1/3- 1/6に切断レヾ-ルネット370枚に収容し垂下する060.8.5椎貝採取(センター立合い )50個/パ ､ 2分目フルイで選別後の殻長は8.91土 1.88mh160.10.4途中

経過を見る060.ll.26測 定●11月■26日(A') 一連分 (パールネットlO段 )の全椎

貝 朗 怠/雷 生 死 殻- (生貝 , 殻高､殻巾略す425個を段ごとに測定したo … …… …33 0.…77..f63 圭 57..,2… 生残率-99.8%3 25 25 040.75 土 4.98 生貝中の異常貝4 52 52 037.16 土 5.62 =0%5 40 39 140.49 土 6.126 53 53 037.25 土 5.037 38 38 039.79 土 5.578 50 50 0 37.67 土 6.429 43 43 038.79 土 6.9110




